川西町地域福祉に関するアンケート調査

【ご協力のお願い】
日頃より、川西町の福祉行政にご理解・ご協力をいただき、ありがとうございます。
本町では、みんなが安心して暮らせるまちづくりの実現を目指して、「川西町第２次地域福祉計画」及び「第２次川西町地域福祉活動計画」に基づき地域福祉の推進に取り組んでいます。このたび、この計画の改定年度が近づいてきたため、「第３次地域福祉計画及び地域福祉活動計画」を策定することとなりました。
このアンケート調査は、１８歳以上の町民の方1,000人を対象に実施し、皆様の福祉に関する意識や福祉活動への参加状況などの実態を把握するとともに、皆様のご意見等を広くお聞きし、次期計画に反映することを目的に実施するものです。
この調査は、無記名でご回答いただきますので、回答された方を特定したり、個人の回答内容を明らかにすることはありません。調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお願いいたします。
令和８年２月
川　西　町≪ご記入にあたってのお願い≫


１　宛名にあるご本人がご回答ください。ご本人が直接回答いただくことが困難な場合は、ご家族の方などがご本人のお考えをお聞きのうえ、代理でご回答ください。
２　回答は、「ひとつに○」「あてはまるものすべてに○」などの指示にしたがって、あてはまる回答の番号に○をつけてください。
３　ご記入いただいた調査票は、令和８年２月２５日（水）までに同封の返信用封筒に入れてお送りください。（切手は不要です。）
４　回答に要する時間は（目安として）１５分ほどです。
＊回答はパソコン・スマートフォン等でも可能です。
　右記二次元コードまたは下記URLよりご回答ください。
　URL：https://src.webcas.net/form/pub/src2/999999
　※専用サイトへのログインの際には、次のIDを入力してください。
　　　■ID







二次元
コード








■本調査のお問合せ先（受付時間：月～金曜日（祝日除く）９時～１２時／１３時～１７時）

▷回答方法やＷＥＢアクセスなどについて
〈調査委託会社〉
株式会社サーベイリサーチセンター大阪事務所
０１２０－１８６－１８９（フリーダイヤル）
▷調査目的や個人情報の取り扱いなどについて
川西町役場　福祉こども課
〒636-0202
奈良県磯城郡川西町大字結崎２８番地の１
電話：0745-44-2631
FAX：0745-44-4780





１　あなたご自身のことについて

問１　あなた（あて名のご本人）の性別を教えてください。（１つに○）
	１． 男性
	２． 女性
	３． その他



問２　あなたの年齢（年代）を教えてください。（１つに○）
	１． １０・２０歳代
	２． ３０歳代
	３． ４０歳代
	４． ５０歳代

	５． ６０～64歳
	６． 65～69歳
	７． 70～74歳
	８． 75歳以上



問３　お住まいの地区を教えてください。（１つに○）
	１． 下永
	２． 結崎（結崎団地・結崎南団地・ハッピータウン・美ノ城）

	３． 結崎（出屋敷・美幸・マック結崎）
	４． 結崎（中村・井戸・辻・市場）

	５． 結崎（自治会名はわからない）
	６． 梅戸
	７． 唐院

	８． 保田
	９． 吐田
	
	

	１０． わからない（具体的な地区名を記入：　　                                    ）



問４　川西町での居住年数を教えてください。（１つに○）
	１． ２年未満
	２． ２年以上～５年未満
	３． ５年以上～１０年未満

	４． １０年以上～２０年未満
	５． ２０年以上
	



問５　あなたの職業を教えてください。（１つに○）
	１． 会社員
	２． 自営業・経営者
	３． 農業従事

	４． パート・アルバイト
	５． 契約社員・派遣・嘱託
	６． 法人・団体職員

	７． 公務員
	８． 学生
	９． 家事専業

	１０． 無職（年金生活者など）
	１１． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



問６　あなたの家族構成はどれですか。（１つに○）
	１． ひとり暮らし（単身世帯）
	２． 夫婦のみ
	３． ２世代世帯（親と子など）

	４． ３世代世帯（親と子と孫など）
	５． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



問７　あなたを含め、同居家族に次の方がいますか。（あてはまるものすべてに○）
	１． ６５歳以上
	２． 障害のある人
	３． 介護が必要な人
	４． 学生

	５． 幼児（小学校入学前）
	６． 妊婦・乳児
	７． いずれもなし
	




２　地域での暮らしや生活について

問８　あなたは、川西町の住みやすさについてどのように感じていますか（１つに○）
	１． 住みやすい
	２． どちらかといえば住みやすい

	３． どちらかといえば住みにくい
	４． 住みにくい



問９　あなたにとって、「支え合い」「助け合い」の地域とはどのような範囲をイメージしますか。（１つに○）
	１． 川西町全体
	２． 自治会の区域
	３． 隣近所

	４． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



問１０　あなたは現在、近所の人とどの程度お付き合いをしていますか（１つに○）
	１． お互いに相談や世話をする
	２． 会えば立ち話をする

	３． 会えばあいさつをする
	４． 付き合いはほとんどない



問１１　あなたの近所付き合いの考え方に近いものはどれですか。（１つに○）
	１． 普段から助け合って暮らしていくことが大切だと思う

	２． お互いに困った時に協力することは必要だと思う

	３． あいさつ程度はするが、深くかかわる必要はないと思う

	４． 付き合いがなくても困らないので、必要がない

	５． わからない



問１２　あなたは、現在の近所付き合いに満足していますか（１つに○）
	１． とても満足している
	２． まあ満足している

	３． 普通である
	４． 少し不満である

	５． 不満である
	６． わからない



問１３　あなたのご近所や周りの知り合いに、日常生活に困ったことを抱えている人はいますか。
（あてはまるものすべてに○）
	１．一人暮らしで不安な人
	２．外出が大変な人（買い物等）

	３．力仕事が出来ない人（草むしりや家の手入れ等）
	４．子育て・育児で不安がある人

	５．家事をするのが大変な人（食事づくりや洗濯等）
	６．ひきこもりの家族を抱えている人

	７．こどもを預ける事が出来ない人
	８．障害等のために必要な情報が届かない人

	９．日常生活での金銭管理がうまくいかない人
	

	１０．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	１１．困っている人はいない
	１２．わからない




問１４　あなたは日常生活で困っている人がいた場合、どのような援助が必要だと思いますか。
（あてはまるものすべてに○）
	１． 問題を解決するための情報を提供する

	２． 問題解決のためのサービス等につなげる人（コーディネーター）を紹介する

	３． 困っている内容に合うサービス等につなげる

	４． 日常生活で身近な人が直接援助する

	５． 問題を解決するための資金を援助する

	６． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	７． 特にない

	８． わからない



問１５　ご近所に日常生活で困っている人がいた場合、あなたの考えに最も近いものはどれですか。
（１つに○）
	１． 近所に住む者として、できる範囲で支援したい

	２． 支援をしたいが、何をすればよいかわからない

	３． 支援をしたいが、自分のことで精一杯でその余裕がない

	４． 支援は役所等の仕事なので、近所の者はあまり支援しなくてよい

	５． 余計なお世話になるので、支援はしない

	６． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	７． わからない



問１６　あなたやあなたの家族が高齢になったり、病気や事故等で日常生活が不自由となったとき、
地域の人にしてもらいたいことはありますか。（あてはまるものすべてに○）
	１． ちょっとした買い物やゴミ出し
	２． 料理や掃除、洗濯などの家事

	３． 話し相手や相談相手
	４． 病院への送迎や外出の手助け

	５． 病気などの看病や世話
	６． こどもの預かりや世話

	７． 見守りや安否確認の声かけ
	８． 相談窓口などへのとりつぎ

	９． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	１０． 特にない
	





問１７　地域の人が日常生活で不自由となったとき、あなたができることはありますか。
（あてはまるものすべてに○）
	１． ちょっとした買い物やゴミ出し
	２． 料理や掃除、洗濯などの家事

	３． 話し相手や相談相手
	４． 病院への送迎や外出の手助け

	５． 病気などの看病や世話
	６． こどもの預かりや世話

	７． 見守りや安否確認の声かけ
	８． 相談窓口などへのとりつぎ

	９． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	１０． 特にない
	



問１８　現在、あなたがお住いの地域やその周辺では、安心して生活していく上で、どのような問題や課題があると感じていますか。（あてはまるものすべてに○）
	１． 人と人とのつながりが希薄化している問題
	２． 地域活動が活性化していない問題

	３． 世代間交流が不足している問題
	４． 高齢者等の介護に関する問題

	５． 生活支援に関する問題
	６． 子育て・育児支援に関する問題

	７． 母子家庭や父子家庭の問題
	８． 虐待やＤＶに関する問題

	９． 生活困窮者やホームレスの問題
	１０． 避難行動要支援者等の支援の問題

	１１． 地域防災・防犯に関する問題
	

	１２． 女性が抱える複合的な課題への支援体制が不十分な問題

	１３． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	１４． 特にない
	１５． わからない



問１９　あなたは、福祉（高齢・障害・こども・生活の困窮・ひきこもり・虐待など）に関することについて、町役場の相談窓口がわからなくて困ったことがありますか。（１つに○）
	１． 困ったことがある
	２． 困ったことはない



※問１９で「１」を選んだ方におたずねします。
問２０　それはどのような理由からですか。（１つに○）
	１． 町役場の案内がわかりにくかったから

	２． 相談したい内容の窓口がなかったから

	３． 相談したい内容がいろいろな分野にまたがり１つの相談窓口では解決できなかったから

	４． 町役場の相談窓口が遠く、身近な場所に相談窓口がなかったから

	５． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）




※すべての方におたずねします。
問２１　あなたは「KAWANISHI　まるっと相談室」を知っていますか。（１つに○）
	１． 名称も内容も知っている。

	２． 名称を聞いたことはあるが、内容は知らない

	３． 名称も内容も知らない



問２２　あなたは福祉に関する困りごとで相談したいことはありますか。（あてはまるものすべてに○）
	１． 病気や健康、障害のこと
	２． 子育て・介護のこと

	３． 収入、生活費のこと
	４． 仕事探し、就職のこと

	５． 家族関係、人間関係のこと
	６． ひきこもり、不登校のこと

	７． 虐待・DVのこと
	８． 食べるものがないこと

	９． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	１０． 特にない
	１１． わからない



３　地域活動について

問２３　あなたは地域内の行事や町内会活動等に参加していますか。（１つに○）
	１． 継続的に参加している

	２． たまに参加している

	３． 参加していたことはあるが、現在はほとんどしていない

	４． 参加したことはない



※問２３で「３」または「４」を選んだ方におたずねします。
問２４　地域活動に参加していない理由をお聞かせください。（あてはまるものすべてに○）
	１． 勤務等の都合で機会がない
	２． 時間がない

	３． 体調がすぐれない
	４． 参加方法がわからない

	５． 町内会・自治会等の組織に入っていない
	６． 一緒に活動する仲間がいない

	７． 経済的な負担が大きい
	８． 家族の理解が得られない

	９． 地域とのつながりがわずらわしい
	１０． 興味がない

	１１． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



※すべての方におたずねします。
問２５　あなたは今後、地域活動に参加したいと思いますか。（１つに○）
	１． 積極的に参加したい
	２． 機会があれば参加したい

	３． あまり参加したくない
	４． 参加したくない




問２６　地域における助け合い、支え合い活動を活発にするために、あなたはどのようなことが必要だと思いますか。（あてはまるものすべてに○）
	１．　地域内の交流を深める

	２． 地域の見守りが必要な方への日常的な声かけ

	３． 地域活動の積極的な情報発信、参加の呼びかけ

	４． 個人の趣味や活動、得意分野を活かせる活動

	５． ボランティア活動の拠点となる場の確保

	６． ボランティアリーダーや地域活動に携わる人の育成

	７． 地域活動の相談・支援の仕組みの充実

	８． 地域活動の相談・指導する専門職員の充実

	９． 地域で活動している人たちの連携づくり

	１０． 活動費・運営費等の資金援助

	１１． 学校教育や社会教育で地域活動の重要性を啓発

	１２． 企業に労働時間短縮やボランティア休暇等の普及を要請

	１３． 介護やボランティア活動の方法等の研修

	１４． その他（　                                                                    　）

	１５． 特にない



４　福祉への関心・満足度について

問２７　あなたは「福祉」に関心がありますか。（１つに○）
	１． とても関心がある
	２． ある程度関心がある

	３． あまり関心がない
	４． まったく関心がない



※問２７で「１」または「２」を選んだ方におたずねします。
問２８　関心がある福祉はどの分野ですか。（あてはまるものすべてに○）
	１． こどもに関する福祉
	２． 障害のある方に関する福祉

	３． 高齢者に関する福祉
	４． 女性に関する福祉

	５． 健康・医療に関する福祉
	６． 地域での支え合い活動（地域福祉）

	７． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



※すべての方におたずねします。
問２９　福祉に対するあなたの考え方に近いものはどれですか。（１つに○）
	１． 地域住民が主体となって行うべきもの

	２． 行政の責任で行うべきもの

	３． 行政と地域住民が協力しあいながら行うもの

	４． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）




問３０　あなたは、地域の福祉活動（助け合い）についてどの程度満足していますか。（１つに○）
	１． とても満足している
	２． まあ満足している

	３． 普通である
	４． 少し不満である

	５． 不満である
	６． わからない



５　福祉サービスについて

問３１　あなたやご家族は、川西町の福祉サービスの利用に関して、これまでに次のような不満を感じたことはありますか。（あてはまるものすべてに○）
	１． どんなサービスが受けられるのかわからなかった

	２． どのサービスがいいのかわからず、選びにくかった

	３． どこに利用を申し込めばいいのかわからなかった

	４． 窓口が複数にわたり、面倒だった

	５． 利用するための手続が複雑で難しかった

	６． 利用したいサービスが利用できなかった

	７． サービスの内容に満足できなかった

	８． サービスに関する不満や苦情に対応してもらえなかった

	９． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	１０． 不満を感じたことはない

	１１． 福祉サービスを利用しようとしたことがない



問３２　あなたが生活上で困ったり、福祉サービスが必要になったりしたとき、誰（どこ）に相談しますか。（あてはまるものすべてに○）
	１． 家族・親族
	２． 友人・知人

	３． 町内会・自治会役員
	４． 町役場の相談窓口

	５． 社会福祉協議会
	６． 福祉施設

	７． 病院や診療所
	８． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	９．相談したいけどできない
	１０．誰にも相談しない



※問３２で「９」または「１０」を選んだ方におたずねします。
問３３　相談したいけどできない（誰にも相談しない）理由をお聞かせください。
（あてはまるものすべてに○）
	１． 相談しても満足いく回答がもらえない
	２． 誰に相談すればいいのかわからない

	３． 身近に相談できるところがない
	４． 夜間や休日に相談できるところがない

	５． プライバシー保護に不安がある
	

	６． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）




※すべての方におたずねします。
問３４　あなたは、福祉サービスに関する情報を十分に入手できていますか。（１つに○）
	１． 十分入手できている

	２． 十分ではないが、入手できている

	３． あまり入手できていない

	４． 入手できていない

	５． 今のところ情報を得る必要がない



※問３４で「１」、「２」、「３」のいずれかを選んだ方におたずねします。
問３５　あなたは、福祉サービスに関する情報を主にどこから入手していますか。
（あてはまるものすべてに○）
	１． 家族・親族
	２． 近所の人・知人・友人

	３． 町役場の窓口
	４． 町の広報紙（広報川西）

	５． 民生委員・児童委員・主任児童委員
	６． 社会福祉協議会

	７． 障害者相談支援センター
	８． 地域包括支援センター

	９． 居宅介護支援事業者（ケアマネジャー）やホームヘルパー

	１０． 新聞・雑誌・テレビ・ラジオ
	11． インターネット

	12． SNS
	１3． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



６　成年後見制度について

問３６　「成年後見制度」を知っていますか。（１つに○）
	１． 名前も内容も知っている

	２． 名前を聞いたことはあるが、内容は知らない

	３． 名前も内容も知らない



成年後見制度とは、認知症や障害などにより判断能力が十分でない方が不利益を被らないよう、家庭裁判所に申し立てて本人に代わり財産管理や日常生活の契約手続きの代理をしてくれる人（成年後見人・保佐人・補助人）を選任してもらう制度です。







問３７　あなたは支援が必要になった場合、成年後見制度を利用したいと思いますか。（１つに○）
	１． 利用したい　　　　　　　　　問３９へお進みください

	２． 利用したくない

	３． わからない　　　　　　　　　問３９へお進みください



問３８へお進みください

※問３７で「２」を選んだ方におたずねします。
問３８　利用したくないと思う理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○）
	１． 制度を使わなくとも家族や親族がいるから

	２． 他人（家族を含む）に財産などを任せることに不安があるから

	３． 後見人になってほしい人が見当たらないから

	４． 家族・親族との信頼関係が崩れる恐れがある

	５． 費用がどれくらいかかるのか心配

	６． 手続きが大変そう

	７． 家庭裁判所に申し立てることに抵抗がある

	８． どういうときに利用していいかわからない

	９． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



※すべての方におたずねします。
問３９　もしあなたが障害や認知症などで判断能力が低下した場合、支援してほしいこと（困ること）は何ですか。（あてはまるものすべてに○）
	１． 不動産に関すること

	２． 預貯金、保険、年金などに関すること

	３． 生活費などの日々の支払いに関すること

	４． 相続に関すること

	５． 医療、介護や福祉サービスの手続きに関すること

	６． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	７． 特にない

	８． わからない



７　再犯防止について
再犯防止に関する国の取組として、平成２８年１２月に「再犯の防止等の推進に関する法律」が公布・施行され、平成２９年１２月には「再犯防止推進計画」が策定されました。
犯罪や非行を行った人が、再び罪を犯すことなく社会復帰できるよう、再犯防止の取組の推進が求められています。
※ 用語※
「再犯」：犯罪をした人が再び犯罪をすること。
「再犯防止」：犯罪をした人が立ち直り、再犯しないようにすること。












問４０　あなたは、犯罪をした人の立ち直りに協力したいと思いますか。（１つに○）
	１． 協力したいと思う
	２． どちらかといえば協力したいと思う

	３． どちらかといえば協力したいと思わない
	４． 協力したいと思わない

	５． わからない  　　　　　　問４３へお進みください



問４２へお進みください
問４１へお進みください

※問４０で「１」または「２」を選んだ方におたずねします。
問４１　どのような協力をしたいと思いますか。（あてはまるものすべてに○）
	１． 犯罪をした人に直接会って継続的に助言や援助をする

	２． 協力雇用主（犯罪前歴を承知の上で雇用に協力する事業主）として、犯罪をした人を雇用する

	３． 更生保護施設（出所後、直ちに自立更生することが困難な人たちに対して、一定期間、宿泊場所や食事を提供する民間の施設）にお金や品物などを寄付する

	４． 再犯防止に関するボランティア活動に参加する

	５． 広報・啓発活動に参加する

	６． インターネットを活用して広報・啓発活動の情報を発信する

	７． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	８． わからない



※問４０で「３」または「４」を選んだ方におたずねします。
問４２　協力したいと思わない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○）
	１． 自分や家族の身に何か起きないか不安だから

	２． 犯罪をした人と、かかわりを持ちたくないから

	３． 犯罪をした人と、どのように接すればよいかわからないから

	４． 自分自身にメリットがないから

	５． 具体的なイメージがわかないから

	６． 時間的余裕がないから

	７． 興味がないから

	８． 犯罪をした人への支援などは国や地方公共団体が行うべきだから

	９． 犯罪をした人に支援などするべきではないから

	１０． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	１１． わからない



※すべての方におたずねします。
問４３　あなたは、再犯防止に関する広報・啓発活動の取組である「社会を明るくする運動」や「再犯防止啓発月間」について、聞いたことがありますか。（１つに○）
	１． 両方とも聞いたことがある

	２． 「社会を明るくする運動」のみ聞いたことがある	

	３． 「再犯防止啓発月間」のみ聞いたことがある

	４． 両方とも聞いたことがない

	５． わからない




８　災害への意識について

問４４　あなたは、災害時の避難場所を知っていますか。（１つに○）
	１． 知っている
	２． 知らない



問４５　あなたは火事や地震等の災害時に一人で避難できますか。（１つに○）
	１． できる
	２． できない
	３． わからない



問４６　あなたのお住まいで災害に備えていることはありますか。（あてはまるものすべてに○）
	１． 食料品、飲料水を備蓄している

	２． 食料品、飲料水以外の物資を備蓄している

	３． 浴槽に水を溜めておく習慣をつけている

	４． 避難場所、避難経路を確認している

	５． 災害時等の家族との連絡方法や集まる場所を確認している

	６． ガラスの飛散防止対策を実践している

	７． 家具・家電の転倒防止対策を実践している

	９． 防災ガイドブックやハザードマップを確認している

	１０． 防災情報の入手方法を確認している

	１１． 地域や学校、職場の防災訓練に参加している

	１２． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	１３． 災害に備えていることは特にない



問４７　災害時等における地域住民相互の助け合いを推進する取り組みとして、あなたが有効だと思うものは何ですか。（あてはまるものすべてに○）
	１． 地域で防災に関して学ぶ機会を設ける

	２． 地域で気軽に参加できる防災訓練を増やす

	３． 地域の中心となるリーダーを養成する

	４． 地域でこどもへの防災教育の機会を増やす

	５． 災害対策に限らず、地域で日頃から話し合いを行う機会を増やす

	６． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	７． 特にない



９　社会福祉協議会について

問４８　あなたは、「社会福祉協議会」をご存知ですか。（１つに○）
	１． 名前も活動内容もよく知っている

	２． 名前は知っているが、活動内容はわからない

	３． 名前も活動内容も知らない




[bookmark: _GoBack]問４９　次の社会福祉協議会の事業のうち、知っているものはありますか。（あてはまるものすべてに○）
	１． 広報誌「川西町社協だより」の発行
	２． ふれあいサロン事業

	３． ボランティアセンターの運営
	４． 災害ボランティア

	５． サポート川西のサポート
	６． 福祉教育推進支援事業

	７． 共同募金配分事業
	８． 福祉サービスの利用支援

	９． 日常生活の支援
	１０． 生活福祉資金貸付事業

	１１． 居宅介護支援事業
	１２． 訪問介護事業

	１３． 相談支援
	１４． 生活介護

	１５． 就労支援
	

	１６． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	１７． 知っているものはない
	



	事業名
	事業内容

	２． ふれあいサロン事業
	高齢者や障害者、子育て中の親子が、地域でいきいき暮らせることを目指す交流活動

	３．ボランティアセンターの運営
	ボランティア活動を推進する取り組みの他、ボランティア活動をしたい方としてほしい方の橋渡しを行う

	４．災害ボランティア
	災害発生時に、災害ボランティアセンターを開設し被災地の支援ニーズの把握・整理を行うとともに、支援活動を希望する個人や団体の受け入れ調整やマッチング活動を行う

	５．サポート川西のサポート
	住民自身による地域福祉活動に対して支援を行う

	６．福祉教育推進支援事業
	点字体験や車いす体験、認知症サポーター養成講座など福祉体験学習の支援を行う

	７．共同募金配分事業
	集められた募金を配分し、地域福祉推進事業やボランティア団体の助成に活用

	８．福祉サービスの利用支援
	高齢者や障害者で、福祉サービスの選択、契約や利用料の支払いの際に、自分で判断することに不安のある方を対象に、生活支援員が訪問し、支援を行う

	９．日常生活の支援
	各種届け出や郵便物、金銭管理など

	10．生活福祉資金貸付事業
	低所得者世帯、障害者世帯又は高齢者世帯に対し、資金の貸付けや相談支援を行い、経済的自立及び社会参加の促進を図り、安定した生活を送れることを目的とした貸付制度

	11．居宅介護支援事業
	居宅において、入浴や排せつ、食事等の介護、調理、洗濯及び掃除など生活全般にわたる援助を行う

	12．訪問介護事業
	要介護又は要支援の高齢者等に、適正な訪問を行う

	１３．相談支援
	障害者の希望を踏まえ、生活上の課題に関する相談や情報提供などの支援を行う

	１４．生活介護
	日常生活の支援や生産活動の機会の提供、身体機能や生活能力の向上のために必要な援助を行う

	１５．就労支援
	一般就労が困難な方へ生産活動の機会や就労に必要な知識を提供し、訓練を行う




問５０　社会福祉協議会は、さまざまな福祉問題の解決に向けて活動や支援を行っていますが、社会福祉協議会の行う活動・支援として、今後、充実してほしいものはどれですか。
（あてはまるものすべてに○）
	１． ボランティア活動の参加促進と支援

	２． 地域住民への福祉に関する普及啓発

	３． 住民による見守りや支え合い活動への支援

	４． 気軽に相談できる福祉総合相談の充実

	５． 広報紙やインターネットなどによる福祉に関する情報発信の充実

	６． 誰もが安心して在宅で生活するための福祉サービスの充実

	７． 隣近所や町内会など、地域における住民同士の交流活動への支援

	８． 学校における福祉体験学習の推進

	９． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	１０． 特にない



１０　最後に

問５１　川西町が、福祉分野で今後特に力を入れて取り組むべきだと思う施策はどれですか。
（あてはまるものすべてに○）
	１． 生きがい創造のための施策

	２． 健康の維持・増進を図るための施策

	３． 急病でも対応できる医療体制の整備

	４． 子育て・育児が安心してできる施策

	５． 高齢者が安心して暮らせる施策

	６． 障害のある方が安心して暮らせる施策

	７． 要援護者に対する災害時の支援体制

	８． 道路や交通環境・建物等のバリアフリー化

	９． 社会福祉協議会やＮＰＯ法人への支援体制の充実

	１０． ボランティア意識の醸成を図るための施策

	１１． 生活困窮者への経済的支援策

	１２． 人権擁護

	１３． 困難な問題を抱える女性への支援策

	１４． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	１５． 特にない




問５２　みんなが共に安心して暮らせるまちづくりを進めていくため、福祉に関してご意見がありましたら、自由にご記入ください。
	



質問は以上です。調査にご協力いただき、ありがとうございました。

ご住所・お名前は書かずに、同封の返信用封筒（切手不要）に入れて、
２月２５日（水） までに投函していただきますようお願いいたします。
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